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4月2日はＧＴの日 

　
昨
年
は
、
稀
に
み
る
大
き
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
日
本
が
、

普
段
の
生
活
も
大
き
く
変
わ
っ

た
年
で
し
た
。
そ
し
て
新
し
い

年
を
迎
え
立
ち
直
る
強
い
意
思

で
、
復
興
を
本
格
化
さ
せ
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。 

　
世
界
中
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
日
本
人
の
真
面
目
さ
が

改
め
て
世
界
に
認
め
ら
れ
た
大

き
な
喜
び
で
す
。
中
目
黒
Ｇ
Ｔ

で
も
、
い
ち
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｔ
は
十
周
年
を

迎
え
、
そ
の
願
い
と
合
わ
せ
て

一
段
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

年
と
し
て
、
Ｇ
Ｔ
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

① 「さんまの目」作品展 

⑤ 第 27回 
　 　「シリウス」写真展 

⑥ 「東山フォトクラブ」作品展 

② ～深津論美子と斉子典夫～ 
　 　第2回コラボ二人展 ③ 「税理士仲間の会」写真展 

▲ 昨年23年の秋のイメージ 

▲ ＧＴ側から見た児童遊園入り口 ▲ ボイラー室での安全祈願風景 

10月4日（火）～10月14日（金） 11月1日（火）～11月14日（月） 

④ 小林美津枝 
　 　　　押し花作品展 

12月14日（水）～12月26日（月） 

10月17日（月）～10月31日（月） 

11月30日（水）～12月13日（火） 11月15日（火）～11月29日（火） 

秋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
レ
ポ
ー
ト 

今
回
も
多
彩
な
ア
ー
ト
が
Ｇ
Ｔ
の 

　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
飾
っ
て
い
ま
す 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

ＧＴギャラリーカレンダー 

　
Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
中
目

黒
地
域
在
住
で
、
作
品
展
示
を
希

望
さ
れ
る
方
の
ご
相
談
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
展
示
の
詳
細
に
つ
い

て
は
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
　
譁
中
目
黒
ジ
ー
テ
ィ
ー

　
０
３
（
５
７
０
４
）
０
０
４
６ 

冬
の
安
全
祈
願
火
入
れ
式 

Ｇ
Ｔ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
電
力
削
減

に
協
力
し
て
照
明
を
一
部
消
灯
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
の
ご
案
内
 

　
Ｇ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
棟
で
は
、
十
月

三
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
、

秋
の
イ
メ
ー
ジ
を
飾
り
つ
け
ま
し

た
。
毎
年
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
で

の
こ
の
飾
り
は
、
テ
ナ
ン
ト
に
お

勤
め
の
皆
さ
ん
の
ひ
と
時
の
癒
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
中
目
黒
Ｇ
Ｔ
の
火
の
安
全
を
祈

願
す
る
、
ボ
イ
ラ
ー
の
火
入
れ
式

が
十
一
月
十
一
日
（
金
）
九
時
半

か
ら
、
Ｇ
Ｔ
タ
ワ
ー
ビ
ル
地
下
の

ボ
イ
ラ
ー
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
に
、
テ

ナ
ン
ト
従
業
員
の
皆
さ
ん
な
ど
に

暖
か
い
環
境
で
仕
事
が
出
来
る
よ

う
に
、
暖
房
シ
ス
テ
ム
が
ト
ラ
ブ

ル
な
く
稼
働
す
る
よ
う
関
係
ス
タ

ッ
フ
一
同

で
設
備
に

お
清
め
と

祈
願
を
し

ま
し
た
。 

山
勢
麻
衣
子
さ
ん 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

今
回
登
場
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
昨
年
十
一
月
、
中
目
黒

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
で
の
Ｇ
Ｔ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
さ

れ
た
箏
演
奏
家
の
山
勢
麻
衣
子
さ
ん
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
山

下
真
澄
さ
ん
と
共
に
、
宮
城
道
雄
作
曲
の
「
春
の
海
」
を
演

奏
、
ま
た
古
典
の
「
六
段
調
」
も
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
好
評
だ
っ
た
。
山
勢
さ
ん
と
箏
の
出
会
い
は
五
歳
の
頃
と

か
。
保
育
園
の
先
生
の
影
響
で
、
自
分
も
習
っ
て
み
た
い
と
、

当
時
住
ん
で
い
た
牛
込
の
山
田
流
の
五
代
山
勢
松
韻
・
山
勢

司
都
子
さ
ん
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。
子
ど
も
の
頃
は
、
お
さ
ら

い
会
に
出
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
老
人
ホ
ー
ム
に
行
っ
た
り

も
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
箏
を
続
け
、
中
学
・
高
校
時
代
の

部
活
も
箏
曲
部
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
た
ま
た
ま
、
そ
こ
で
の

講
師
の
先
生
も
山
勢
松
韻
さ

ん
だ
っ
た
と
い
う
。
平
成
六

年
に
東
京
藝
術
大
学
大
学
院

音
楽
研
究
科
修
士
課
程
を
修

了
。
平
成
十
三
年
よ
り
、
お

茶
ノ
水
女
子
大
学
附
属
高
等

学
校
箏
曲
部
の
講
師
も
つ
と

め
る
。
平
成
十
八
年
に
は
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
山
田
流

伝
承
の
た
め
、
人
間
国
宝
の

六
代
山
勢
松
韻
さ
ん
の
養
女
と
な

っ
た
。
平
成
十
九
年
か
ら
は
「
山

勢
麻
衣
子
演
奏
会
」
を
紀
尾
井
小

ホ
ー
ル
で
開
催
、
他
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
シ
カ
ゴ
・
韓
国
な
ど
海
外

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
て

い
る
。 

蜻 

昨
年
11
月
の
演
奏
会
風
景 

明けましておめでとうございます。ＧＴは今年10周年を迎えます。 

山
田
流
箏
曲 

日
本
の
伝
統
楽
器
・
箏
の
魅
力 

こ
と 

山
田
流
「
箏
」
と
の
出
会
い
… 

「
箏
」と「
琴
」 

　「
生
田
流
」と「
山
田
流
」… 

こ
れ
か
ら
の
こ
と
… 

「
こ
と
」
と
言
っ
て
も
「
箏
」

と
「
琴
」
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で

す
か
。
ピ
ッ
チ
を
調
節
す
る
柱（
じ
）

が
動
か
せ
な
い
の
が
「
琴
」
で
、

動
か
せ
る
の
も
の
が
「
箏
」
だ
と

か
。
ま
た
、
主
な
流
派
に
は
「
生

田
流
」
と
「
山
田
流
」
が
あ
り
、

「
生
田
流
」
は
主
に
関
西
で
広
が

り
「
山
田
流
」
は
「
生
田
流
」
が

江
戸
に
下
っ
て
、
江
戸
の
気
風
を

取
り
入
れ
て
発
展
し
、
箏
を
伴
奏

楽
器
と
し
た
歌
曲
と
し
て
誕
生
し

た
。
そ
の
た
め
箏
を
学
ぶ
時
は
、

合
わ
せ
て
歌
も
三
味
線
も
学
ぶ
の

が
普
通
。
箏
の
爪
も
流
派
に
よ
っ

て
異
な
る
。「
生
田
流
」
は
先
が

平
ら
な
角
爪
で
「
山
田
流
」
は
先

が
尖
っ
て
い
る
丸
爪
。
そ
の
た
め

演
奏
者
も
箏
に
対
し
左
斜
め
に
構

え
る
の
が
「
生
田
流
」
で
正
面
を

向
く
の
が
「
山
田
流
」。
昔
は
口

伝
で
学
ん
だ
と
い
う
が
、
現
代
で

は
楽
譜
で
教
わ
る
。
口
伝
の
時
の

よ
う
な
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
失

わ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
も
。 

現
在
、
高
校
生
に
も
教
え
て
い

る
山
勢
さ
ん
だ
が
伝
統
芸
能
で
あ

る
箏
の
世
界
で
も
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
人
を
引
き
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
魅
力
を
出
し
て
い
け
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
と
言
う
。
演
奏
を
聞
け
ば

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
が
、
そ
れ

以
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
い
と
も
。

若
い
人
達
の
才
能
を
も
っ
と
引
き

出
し
、
支
援
し
て
い
く
た
め
に
も

「
様
々
な
公
的
ご
支
援
も
活
用

し
て
〝
生
〞
で
演
奏
を
聞
い
て
頂

け
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」
と
語

っ
て
い
た
。 

秋
の
イ
メ
ー
ジ
で
飾
り 

目
黒
銀
座
児
童
遊
園
を
 

　
　
　
　
　
　
良
く
す
る
会
 

　
中
目
黒
駅
近
く
、東
横
線
高
架

の
横
に
、目
黒
銀
座
児
童
遊
園
が

あ
り
ま
す
。地
域
の
子
供
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
が
、長
年
の
使
用
に
よ
り
、荒
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
、本
来
の

児
童
遊
園
に
戻
そ
う
と
、昨
年
九

月
に
地
元
の
上
二
東
町
会
、中
田
町

会
長
を
は
じ
め
と
し
て
、「
目
黒
銀

座
児
童
遊
園
を
良
く
す
る
会
」を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が

ら
、目
黒
区
と
も
協
調
し
て
、子
供

達
を
は
じ
め
と
し
て
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
楽

し
め
る
児

童
遊
園
に

し
て
い
き

た
い
と
議

論
を
重
ね

て
い
ま
す
。 

①
天
野
政
雄
作
品
展 

　
一
月
十
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
二
十
四
日（
火
） 

②
新
井
正
子
作
品
展 

　
一
月
二
十
五
日（
水
）〜 

　
　
　
　
　
二
月
八
日（
水
） 

③
宮
林
作
品
展 

　
二
月
九
日（
木
）〜 

　
　
　
　
　
二
十
三
日（
木
） 

④
萌
画
会
展 

　
二
月
二
十
四
日（
金
）〜 

　
　
　
　
　
三
月
九
日（
金
） 

⑤
猪
画
会
作
品
展 

　
三
月
十
九
日（
月
）〜 

　
　
　
　
三
月
三
十
日（
金
） 
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中目黒駅 

中目黒● 
ＧＴ 

遊歩道 

蛇崩 

葦毛塚 青葉台1

渋谷蜷 

恵比寿蜷 

山
手
通
り 

目
黒
川 

皀樹橋 

駒沢通り 卍 

● 

▲ 蛇崩近くの葦毛塚にあるサイカチの大木 

▲ サイカチの葉 

シリーズ⑨ 

中
目
黒
地
域
探
訪 

秋
の
イ
ベ
ン
ト 

　
　
　
レ
ポ
ー
ト 

『
皀
樹
橋
』 

橋
特
集 

そ
の
① 

　
駒
沢
通
り
を
恵
比
寿
方
面
に
向

っ
て
す
ぐ
、
目
黒
川
に
架
か
る
橋
「
皀

樹
橋
」。
あ
ま
り
見
な
れ
な
い
文
字

な
の
で
何
と
読
む
か
分
か
ら
な
い

方
も
多
い
の
で
は
。
読
み
方
は
「
サ

イ
カ
チ
橋
」。
サ
イ
カ
チ
は
実
は
植

物
の
名
前
で
、
昔
は
身
近
か
な
植

物
で
あ
っ
た
。
河
原
な
ど
に
生
え

て
い
て
、
枝
が
変
形
し
た
五
㎝
位

の
固
い
ト
ゲ
が
あ
る
。
二
十
㎝
位

サ
ヤ
に
入
っ
た
実
を
つ
け
る
が
、

こ
の
サ
ヤ
は
種
子
は
サ
イ
カ
チ
サ

ポ
ニ
ン
を
含
み
痰
を
切
る
の
に
用

い
ら
れ
る
。
幹
に
は
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、

葉
に
は
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
が
含
ま
れ

昔
は
薬
と
し
て
使
わ
れ
た
。
豆
果

は
洗
濯
な
ど
の
石
け
ん
と
し
て
も

利
用
さ
れ
る
な
ど
、
川
の
近
く
で

暮
ら
す
人
々
に
は
重
宝
な
木
だ
っ

た
よ
う
だ
。
橋
が
サ
イ
カ
チ
橋
と

名
付
け
ら
れ
た
の
は
目
黒
川
の
河

原
が
広
か
っ
た
頃
、
こ
の
辺
り
に

大
き
な
サ
イ
カ
チ
の
木
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
中
世
に
は

目
黒
川
沿
い
の
高
台
に
有
力
者
の

館
も
あ
り
、
川
を
渡
っ
て
来
る
敵

を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
ゲ
の
鋭
い
サ

イ
カ
チ
の
枝
を
川
に
沈
め
人
馬
が

渡
る
の
を
防
い
だ
と
も
言
わ
れ
る
。

目
黒
で
は
ト
ゲ
が
あ
る
事
か
ら
ク

ワ
ガ
タ
虫
を
サ
イ
カ
チ
と
呼
ん
で

い
た
。
サ
イ
カ
チ
は
現
在
、
蛇
崩
の

交
差
点
近
く
の
葦
毛
塚
に
大
木
が

見
ら
れ
、
こ
の
辺
り
も
か
つ
て
は

蛇
崩
川
の
河
原
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
サ
イ
カ
チ
と
い
う
橋
の
名

前
か
ら
か
つ
て
の
、
こ
の
付
近
の
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
が
、
垣
間
見
え
て

く
る
の
は
面
白
い
。 

（
次
回
は
中
目
黒
エ
リ
ア
総
集
編
特
集
予
定
） 

助
言
・
協
力
＝
平
山
元
也
氏 

▲ 福祉の集い、バザー風景 

▲ ＧＴコンサートの一コマ 
▲ 消防審査会風景 

▲ 店舗の外観 

第
六
天
社 

一
月
例
祭 

Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会 

Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練
実
施 

蜷
Ｇ
Ｔ
ビ
ル
内
か
ら
避
難
 

　
し
て
き
た
皆
さ
ん
 

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト 

▲ ライトアップイルミネーション12/1～ 1/9

▲ ＧＴ広場の古代の行列 

▲ ロウソクの優しい灯 

▲ 銀行前のイルミネーション 

▲ ツリー展表彰式 
12/1１ 

▼ あかりまつり 
　 コンサート風景①12/23 

▲ あかりまつりコンサート風景②12/23 

▼ ＧＩＮＧＡパレード風景12/23 
　
新
演
出
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
、
夜
空
に

ほ
の
か
に
光
る
風
船
の
パ
レ
ー
ド
。
 

　
昨
年
十
二
月
一
日（
木
）か
ら
今

年
の
一
月
九
日
ま
で
、Ｇ
Ｔ
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｇ

Ｔ
広
場
を
華
や
か
に
照
ら
し
道
行

く
人
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。中
目
黒

冬
の
風
物
詩「
中
目
黒
あ
か
り
ま
つ

り
２
０
１
１
」の
ス
テ
ー
ジ
の
開
幕

で
し
た
。昨
年
で
七
回
目
を
迎
え
た

あ
か
り
ま
つ
り
は
、十
二
月
十
二
日

か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で
、新
し
い

演
出
を
取
り
入
れ
て
、柔
ら
か
な「
あ

か
り
」を
表
現
し
ま
し
た
。新
し
い

あ
か
り
ま
つ
り
を
写
真
で
つ
づ
っ

て
み
ま
し
た
。 

写真でつづる中目黒あかりまつり 

古

代

の

行

列
 

私
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
展
 

あ
か
り
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
 

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
パ
レ
ー
ド
 

▲ 招待作家作品 
　　　　　（天井風船） 

▼ ツリー展展示作品、 
　手前がグランプリ作品 

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１ 

蜷
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

 
 
 
 
の
抽
選
会
風
景
 

第
八
回
め
ぐ
ろ
地
域
福
祉
の
つ
ど
い 

の
ん
び
り
散
歩
２
０
１
１ 

Ｇ
Ｔ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト 

平
成
二
十
三
年
度
自
衛
消
防
活
動
審
査
会
　
「
優
秀
賞
」
授
賞 

Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
に 

　
　
　

新
店
舗
オ
ー
プ
ン 

　
平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日（
金
）

午
後
三
時
か
ら
、Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、Ｇ
Ｔ
賀
詞
交
歓
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。関
係
者
の
皆
様

に
は
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。 

　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日

（
土
）午
後
二
時
よ
り
第
六
天
社
例

祭
が
、崇
敬
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
ま
す
。 

　
十
一
月
四
日
（
金
）
午
後
二

時
か
ら
、
Ｇ
Ｔ
全
館
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｇ
Ｔ
各
テ

ナ
ン
ト
の
社
員
の
皆
さ
ん
、
店

舗
従
業
員
の
皆
さ
ん
、
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
、
な
ど
約
七
百
名

が
短
時
間
に
タ
ワ
ー
前
広
場
に

避
難
し
ま
し
た
。
点
呼
後
に
、

講
評
が
あ
り
無
事
終
了
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
に
は
水
消
火
器

の
実
射
や
消
火
栓
の
使
用
実
体
験
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
な
ど
が
あ
り
、
皆

さ
ん
積
極
的

に
参
加
さ
れ
、

実
際
の
操
作

を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。
 

　
Ｇ
Ｔ
自
衛
消
防
隊
は
、
十
一
月

十
八
日
に
碑
文
谷
で
行
わ
れ
た
、

目
黒
自
衛
消
防
活
動
審
査
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
精
鋭
三
名
が
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
出
場

し
た
二
十
二
隊
の
中
で
見
事
「
優

秀
賞
」
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

今
後
も
安
心
・
安
全
の
た
め
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
十
一
月
十
一
日
に
目
黒

雅
叙
園
に
て
、
平
成
二
十
三
年

度
火
災
予
防
業
務
協
力
者
表
彰

式
が
あ
り
、
目
黒
消
防
署
か
ら

日
頃
の
火
災
予
防
業
務
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、

Ｇ
Ｔ
全
体
管

理
組
合
と
し

て
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

　
十
月
十
六
日
（
日
）
Ｇ
Ｔ
プ
ラ

ザ
商
店
会
主
催
の
オ
ー
タ
ム
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
マ
ジ
ッ
ク
の

マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
、
抽
選
会
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
約
六
０
０
人

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
開
催
の

な
か
め
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス

タ
Ｇ
Ｔ
会
場

で
は
、
飲
食

を
は
じ
め
と

し
た
ブ
ー
ス

が
出
展
し
盛
況

で
し
た
。
 

　
そ
の
他
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
音
楽
祭
な

ど
中
目
黒
地
域

が
一
日
楽
し
め

た
日
で
し
た
。
 

 

十
月
二
十
二
日
（
土
）、
Ｇ
Ｔ
敷

地
内
を
会
場
と
し
て
、
目
黒
区
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
第
九

回
め
ぐ
ろ
地

域
福
祉
の
集

い
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
午

前
十
時
か
ら

開
会
式
、
雨

天
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
後

半
は
雨
も
上
が
り
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
吹
奏
楽
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
阿

波
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
Ｇ
Ｔ

敷
地
内
全
体
で
バ
ザ
ー
出
展
ブ
ー

ス
等
が
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
十
月
二
十
九
日（
土
）、目
黒
区

商
店
街
連
合
会
主
催
、の
ん
び
り

散
歩
２
０
１
１
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
は
、中
目
黒
か
ら
学
芸
大

学
両
方
向
コ

ー
ス
、
午
前

午
後
、
計
四

コ
ー
ス
で
千

五
百
人
以
上

の
参
加
者
が

参
加
店
舗
の

商
品
を
試
食

し
な
が
ら
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。今
回
は
参
加
店
で
一
週
間

使
え
る
割
引
券
も
販
売
し
、試
食

以
外
で
も
商
品
を
お
得
に
買
え
る

楽
し
み
が
あ
り
天
候
に
も
恵
ま
れ

楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

　
十
一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
七

時
か
ら
、
Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
で
第
八
回

Ｇ
Ｔ
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
ア

マ
ー
ビ
レ
ト
リ
オ
の
皆
さ
ん
と
、

ゲ
ス
ト
に
山

田
流
筝
曲
の

山
勢
麻
衣
子

さ
ん
を
迎
え

て
、
洋
と
和

の
共
演
を
楽

し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
Ｇ
Ｔ
プ
ラ
ザ
商
店
会
に
昨
年
十

二
月
、新
し
く「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ（
サ
サ
）

バ
ー
ガ
ー
」が
Ｇ
Ｔ
の
地
下
広
場

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
だ
わ

り
の
手
作
り
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
、

飲
み
物
な
ど
店
内
で
の
飲
食
も
出

来
て
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能
で
す
。 

　
中
目
黒
の
皆
さ
ん
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
味
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ

う
頑
張
り

ま
す
、
と

オ
ー
ナ
ー

の
佐
々
岡

さ
ん
の
コ

メ
ン
ト
で

す
。 

蜷
今
年
の
Ｇ
Ｔ
参
加
店
風
景
 

▲ マギー審司さんのステージ風景 
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